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（令和5年6月24日掲載）

差別の現実 どこにある？

　差別の現実は「被差別の現実」と「加差別の現実」の両面から成り立っている。そんな当
たり前なことを学生たちに教えられたことがある。
　大学教員になって間もないころのことである。「人権論」の講義で「部落差別の現実は今」
というテーマで、部落の当事者のつらかった体験談や厳しい生活実態の調査結果を地元大阪
の資料で伝えた。ところが受講生の反応はいま一つ。「未知との遭遇」のような雰囲気が漂い、
中には、「先生、大阪って大変ですね。まだそんな部落差別があって…」との感想を漏らす学
生さえいた。
　他県の資料を用いて講義を進めても反応は変わらず、私は苦肉の策として「部落差別の現
実についてリポートを作成してくるように」という課題を投げ返した。作成方法がわからな
いという学生には、「友人や家族など自分の周囲の人と一度ゆっくり部落問題について話を
し、その内容、自分の感想を書いてみる」ように提案した。

　ある受講生は、リポート作成のために大学近くの喫茶店で友人に部落問題について話を聞
こうとしたという。ところが話し始めたとたんに友人が急に声を静めて「お前、こんなとこ
ろでそんな話するなよ。間違われたらどうするんや」と話を抑えにかかった。
　その友人が言うには、喫茶店というような公衆の場で「同和」とか「部落」という言葉を
出して話していると自分たちも部落出身者だと見なされるかもしれない。そんなことになっ
たら大変だからというのである。
　「先生、これって部落差別の現実ですよね。部落問題って喫茶店で普通に話題に上らせるこ
とすら避けた方がよいという取り扱いをされていること自体、差別ですよね」と書いてきた。
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　また別の学生は母親と部落問題について話をしようとしたとき、「そんな問題には深く関わ
らないように」ときつくくぎを刺されたという。リポートには、「部落問題に関心を持つなと
いう母の態度、これって差別の現実ですよね」とつづられていた。

　同様の多くのリポートを見て、ハッと気づかされた。私は「部落差別の現実」を部落の人々
が被っている「被差別の現実」にだけ焦点をあてて伝えようとしていたのだった。おそらく
それが受講生たちには自分とは別世界のリアリティーを欠くものとして映ったのだろう。
　これに対して、受講生たちが発見してきた部落差別の現実は、例えば喫茶店での友人の対
応や家での母親の反応など、「部落の外」での「部落出身者が登場していない」部落差別の現
実だった。さしずめそれは部落差別の「加差別の現実」と言えよう。
　「加差別の現実」の発見と自覚は、「女性差別の現実」が男性の日常生活の中にあり、「障害
者差別の現実」が健常者中心の日々の営みの中にあることにも気づかせてくれる。差別の現
実は私たちのごくありふれた日常の中に潜んでいる。差別問題の解決とはこの「被差別・加
差別両面の現実」の解消であることがそこからは見えてくる。差別の現実に関係のない人な
どいない。


